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4.水害と治水事業の沿革 

4-1 既往洪水の概要 

常呂川流域では過去に以下に示す洪水が発生している。 

 

表  4-1 既往の主要洪水の概要 

洪水発生年月日 気象原因 

流域平均 

48 時間雨量 

北見地点(mm)

北見地点流量

(m3/s) 
被害等 

大正 11 年 8月 台風 182.1 1610(推定) 
被害家屋(戸) 1093 

氾濫面積(ha) 2160 

昭和 46 年 10 月 低気圧 60.6 261 
被害家屋(戸) 24 

氾濫面積(ha) 411 

昭和 50 年 8月 台風 153.2 661 
被害家屋(戸) 349 

氾濫面積(ha) 494 

昭和 50 年 9月 低気圧・前線 76.7 508 
被害家屋(戸) 1060 

氾濫面積(ha) 1111 

昭和 54 年 10 月 台風 101.6 586 
被害家屋(戸) 277 

氾濫面積(ha) 592 

昭和 56 年 8月上 台風 113.3 390 
被害家屋(戸) 0 

氾濫面積(ha) 2072 

昭和 56 年 8月下 台風 43.7 150 
被害家屋(戸) 8 

氾濫面積(ha) 1070 

平成 4年 8月 台風 88.8 364 
被害家屋(戸) 6 

氾濫面積(ha) 352 

平成 4年 9月 台風 94.6 671 
被害家屋(戸) 26 

氾濫面積(ha) 4585 

平成 10 年 8月 前線 126.0 635 
被害家屋(戸) 11 

氾濫面積(ha) 0 

平成 10 年 9月 台風 101.4 898 
被害家屋(戸) 8 

氾濫面積(ha) 0 

平成 13 年 9月 台風 175.0 932 
被害家屋(戸) 2 

氾濫面積(ha) 1037 

注１） 被害家屋及び氾濫面積は昭和 23 年以前は「水害」、昭和 54 年以降は「北海道災害記録」による。 

注２） 北海道災害記録による被害等は集計上、支川、内水被害を含む。北見市の被害は流域外も含む。 
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4-2 主な洪水の概要 

主な水害は以下の通りである。常呂川の既往最大は大正 11 年 8月洪水である。 

 

表  4-2 主な洪水の概要表 被害実態(1) 
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表  4-3 主な洪水の概要表 被害実態(2) 
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表  4-4 主な洪水の概要表 被害実態(3) 

 

 



 39

4-3 治水事業の沿革 

明治 31 年、北海道庁内に治水調査会が設置され、常呂川は大正 2年に 3ヶ所の水位観測所

の設置とともに河川調査が行われた。設計調査は大正 4年より実施され大正 11 年に終了して

いる。 

大正 8年、常呂川治水事業は道会を通過し大正 9年帝国議会の協替を得て、大正 10 年度よ

り起工の運びとなった。この第一期拓殖計画期の工事により、下流部は堤防がほぼ完成し、予

期以上の成果をあげた。しかし、洪水量の激増により設計の改訂を要した。また、大正 8年 9

月の洪水実績をもとに、河口における計画高水流量を 1,391 m3/s(50,000 立方尺/秒)として治

水計画を樹立した。 

昭和 28 年、常呂川改修総体計画が取りまとめられ、昭和 32 年に昭和 33 年度移行改修総体

計画立案のため、大正 11 年 8 月 25 日の降雨量からの流出量と北見地点での洪水痕跡から計画

高水流量は 1,500 m3/s と決定された。現在は昭和 43 年一級河川指定に基づき、工事実施基本

計画が決定され、鹿ノ子ダムの調節量を考慮し、計画高水流量を 1,600 m3/s とし事業が進め

られている。 

昭和 2年、第二期拓殖計画の樹立にあたり、本工事の従来の実績、ならびに大正 11 年 8月

の洪水実績をもとに、河口における計画高水流量を 2,086 m3/s(75,000 立方尺/秒)に改定した。 

その結果、築堤盛高の増高、工事施行区域の拡大等、既定設計の変更、拡張を必要とするに

至った。しかし、下流部の工事に主力が注がれたため、上流部は応急的に行われた工事の後始

末的な堤防工事の仕上げが施行されたにすぎなかった。 

その後、常呂川総体計画の立案にあたり、昭和 32 年に計画を見直し、北見における計画高

水流量を約 1,100m3/s から 1,500m3/s にした。 

その後、昭和 40年の河川法施行を受け、昭和 43年に北見地点で基本高水流量を 1,900m3/s、

計画高水流量を 1,600m3/s とし、300m3/s を洪水調節施設により調節する工事実施基本計画を

策定し、河道の掘削、

堤防の新築及び拡築、

護岸設置等を実施して

きた。 

また、この計画に基

づき、昭和 50 年に鹿ノ

子ダムの建設に着手し、

昭和58年に完成させた。 

その後、河道掘削等

を継続してきたが平成

4 年 9 月洪水や平成 13

年 9 月洪水等で大きな

被害を受け、以後、現

在まで築堤の完成化や

河道掘削等を実施して

いる。 

表  4-5 治水事業年譜 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代 治水史
1889 (M22) 常呂川河口の渡船を廃止し、木橋架設
1896 (M29) 河川法公布
1898 (M31) 全道的に大洪水(常呂川氾濫し下常呂原野泥海と化す)

1900 (M33)
拓殖10年計画が道会において可決され、常呂川の治水事
業費が計上された

1907 (M40) 網走土木派出所が設置
1913 (T 2) 常呂川の平面測量を開始(大正7年完了)
1918 (T 7) 常呂川治水計画を樹立

1921 (T10)
釧路川常呂川治水事務所を釧路市に設置
常呂に治水工場を設置
常呂川治水工事着工され、常呂村左岸築堤工事に着手

1928 (S 3) 下流部常呂左右岸築堤、常呂市街裏護岸工事を完了
1930 (S 5) 上流部の治水工事の測量を開始
1934 (S 9) 本道河川に河川法が適用され、常呂川も認定河川となる
1949 (S24) 常呂川北見改修事業所が設置される
1951 (S26) 北海道開発局が発足、網走開発建設部が設置される
1953 (S28) 北見左岸築堤が完成
1956 (S31) 訓子府左岸築堤が完了

第二次治水五ヶ年計画
(昭和32年～昭和36年)

1960 (S35) 常呂川常呂改修事業所に変更し、北見詰所となる

1964 (S39) 常呂川水質基準が決定される

1967 (S42)
北見詰所が常呂川北見改修事業所に変更される
常呂川が一級河川に指定される

1968 (S43) 鹿ノ子ダム予備調査を開始
1971 (S46) 端野左岸築堤が既成完了
1973 (S48) 上常呂右岸築堤が完了
1975 (S50) 鹿ノ子ダム建設工事を開始
1978 (S53) 無加川右岸護岸工事が完了
1979 (S54) 上常呂左岸築堤が完成
1983 (S58) 鹿ノ子ダムの竣工式が行われる
1986 (S61) 常呂川第1頭首工、林友橋が完成
1989 (H 1) 常呂川第2頭首工に着手(平成10年完了)
1990 (H 2) 北見市において桜づつみモデル事業認定(平成4年完了)
1993 (H 5) 福山右岸築堤(漏水対策工)着手(平成11年完了)

1994 (H 6)
訓子府町において桜づつみモデル事業認定(平成10年完
了)

1996 (H 8) 置戸町において桜づつみモデル事業認定(平成11年完了)
1997 (H 9) 河川法改正

1998 (H10)
河川管理用光ファイバーネットワーク事業着手
端野橋架替工事着手

2001 (H13) オホーツク水防公開演習

2002 (H14)
第二期水環境改善緊急行動計画
(清流ルネッサンスⅡ)に選定

※ 網走4河川治水事業概要より

第3期北海道総合開発計
画

(昭和46年～昭和55年) 第五次治水五ヶ年計画
(昭和52年～昭和56年)

第三次治水五ヶ年計画
(昭和43年～昭和47年)
第四次治水五ヶ年計画
(昭和47年～昭和51年)

関連事業

北海道第1期拓殖計画
(明治43年～昭和元年)

北海道第2期拓殖計画
(昭和2年～昭和21年)

戦後の空白時代
(昭和22年～昭和26年)

第一次治水五ヶ年計画
(昭和27年～昭和31年)

第1期北海道総合開発計
画

(昭和27年～昭和37年)

第2期北海道総合開発計
画

(昭和38年～昭和45年)

第六次治水五ヶ年計画
(昭和57年～昭和61年)
第七次治水五ヶ年計画
(昭和62年～平成3年)

第八次治水五ヶ年計画
(平成4年～平成8年)

第九次治水七ヶ年計画
(平成9年～平成15年)


